
過去最高の売上となった要因について詳しく教えてください。

この質疑応答集は、2025年4月14日に発表いたしました2025年2月期 決算について、当社で想定し

ていました質問および発表以降に株主、投資家などの方々からいただいた主なご質問・お問い合わせ

等の内容とその回答についてまとめたものです。本開示は市場参加者のご理解を一層深めることを目

的に当社が自主的に実施するものであり、ご理解いただきやすいよう、一部内容・表現の加筆・修正

を行っております。
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Ａ｜インフレの影響による仕入原価の高騰およびメーカーサイドのロス率抑制に伴うJV商品※の流

通量減少など、環境変化への適応が遅れたことによりJV商品の集荷が計画に届かず、前期比1.5%の

減収となりました。また、収益面では、積極的な新規出店に伴う地代家賃等の増加や自社物流の適

正化に向けた新たな倉庫費用・トラック増車費用およびＭ＆Ａに関わる前向きな投資等によるコス

ト増もあり、38.5%減益の結果となりました。

※当社グループの特別な集荷努力により、お客様と当社グループ双方にとってより有利さを実現した商品

Ｑ1｜2025年2月期は、売上高は前期比1.5%の減収、営業利益は38.5%の減益とな
りましたが、その主な要因を教えてください。

Ａ｜今般、群馬県沼田市を中心に食品スーパーを展開する株式会社サンモールを、ジェーソング

ループの一員として子会社化いたしました。グループ傘下のローカルチェーンとして、地域のイン

フラとなることを今後目指してまいります。当面は現行の店舗体制を継続し売上規模を維持しつつ、

管理体制整備のうえ、業態・商流・商材・物流・システム等を多面的に見直すとともに、シナジー

効果を追求し、グループ全体の収益改善を図っていく方針です。具体的には、PB商品・JV商品の

展開や、商品の共同仕入れ、一部店舗のジェーソン化検討等について、長期的に取り組んでいく計

画です。

Ｑ2｜株式会社サンモールの子会社化について、今後の業績への貢献、今後の展開
について教えてください。

Ａ｜飲料比率が急激に高まったことで、その他商品の配送遅延による店舗における欠品といった機

会損失が発生するなど、一部混乱は生じましたが、その後、トラックの増車や飲料倉庫の増設等に

より、現在では社内物流体制は安定しつつあります。今後については、さらなるトラックの増車に

よる安定稼働と、新倉庫竣工に伴う外部倉庫の賃借費用の低減等により、収益面で改善する見通し

です。

Ｑ3｜2025年2月期第1四半期から課題となっている社内物流体制の適正化について、
取り組み実績と今後の課題を教えてください。
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株式会社ジェーソン（証券コード 3080 スタンダード）

Ａ｜ 2025年2月期は新倉庫建設や設備の一部入替等により生産環境の充実を図ってまいりましたが、

今後ともさらなる増産と工場の安定稼働を目指し、必要な追加設備投資を積極的に行っていく予定

です。

Ｑ5｜子会社尚仁沢ビバレッジの今後の追加の設備投資の計画はありますか。

Ａ｜株式会社サンモールの子会社化に伴う増収効果に加え、当社の強みであるローコスト経営の推

進と適切な出店、ジェーソンオリジナル商品等の取扱拡大・JV商品の仕入れ強化等に注力していく

ことにより、利益率改善を目指します。

Ｑ7｜2026年2月期の業績予想は売上が9.5%増収、営業利益は43.0%と大幅増益の
計画ですが、具体的な取り組み施策等について教えてください。

ジェーソンオリジナル商品(PB)の新規開発商品等の今後の展開について教えて
ください。

Ａ｜新たなジェーソンオリジナル商品として、ペットボトル飲料のラインナップ拡充を着々と進め

ており、2024年5月に「はじける強炭酸水（天然水の炭酸水）」を発売しました。今期も引き続き

積極的に取り組み、2026年2月期中に新規商品の市場投入を計画しております。

Ｑ6｜

株式会社サンモールを子会社化したとのことですが、今後のM&A戦略につい
て教えてください。

Ａ｜今後とも幅広くM＆A情報を収集し、ジェーソングループとして企業価値向上に資する案件が

あれば積極的に検討していく予定です。

Ｑ8｜

配当金は毎期同額の13円ですが、今後の方針について教えてください。

Ａ｜従来の方針通り、安定した配当を継続的に実施していくことを基本方針としております。同時

に、中長期的に当社株式を保有していただける株主様の一層の拡大を図ることを狙いに、株主優待

制度を拡充することで、株主様に還元していきたいと考えています。

Ｑ9｜
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